
企業概要

取材の現場から

事業テーマ： Case
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ニッチな領域だが、確実にニーズのある分野を
捉え、自社で技術開発を行い、外部に公表す
ることが次の営業活動に繋がっている。ブラウン
管市場から始まり、その後自社の技術を展開応
用できる分野で継続してきたことが、当社の強み
になっている。

企業概要

取材の現場から

▲代表取締役の高橋 久也氏

▲試作機

▲試作品

の
モ
ニ
タ
ー
設
計
や
検
査
装
置
の
開
発
を

手
が
け
て
お
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
か
ら
液
晶

テ
レ
ビ
へ
移
り
変
わ
る
際
に
、
市
場
が
喪

失
す
る
可
能
性
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
有
望
市
場
の
情
報
を
得
る
こ
と
、
最

先
端
の
情
報
を
集
め
続
け
る
こ
と
で
、
次

に
求
め
ら
れ
て
い
る
技
術
や
潜
在
的
な

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
様
々
な
技
術
開
発
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

極
め
て
ニ
ッ
チ
な
分
野
、
技
術
に
特
化
し

て
い
る
こ
と
も
差
別
化
で
き
て
い
る
要
因

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

成
果
を
公
表
す
る
こ
と
で

次
の
研
究
開
発
へ

　
当
社
で
は
、
開
発
し
た
技
術
は
特
許
取

得
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
公
開
し

て
お
り
、
そ
の
情
報
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

次
の
技
術
研
究
開
発
の
問
い
合
わ
せ
が
来

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
今
回
の
事
業
で
開
発
し
た
無
公
害
紫
外

線
ラ
ン
プ
は
、
半
導
体
の
フ
ォ
ト
エ
ッ
チ

ン
グ
技
術
や
医
療
分
野
で
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
方
の
皮
膚
表
面
の
改
善
な
ど
の
用

途
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
当
社
で
は
、
ニ
ッ
チ
な
分
野
で

の
研
究
開
発
を
継
続
し
、
そ
れ
を
外
部
に

公
表
す
る
こ
と
で
、
ま
た
次
の
研
究
開
発

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事業テーマ：

真空封着技術、真空封止技術、卓上真空槽など、
真空関連装置と部品の設計試作、透明導電膜ガラ
ス加工、蛍光体印刷、真空封止加工を得意とする。
創業以来、ブラウン管を核とした真空管技術、次
世代型照明用デバイスである電界電子放出型発光
管（FEL）の開発工程に置いて培われた、冷陰極
電子源、低熱線膨張金属、セラミックス、ガラス、
蛍光体、高輝度反射板などの構成素材を研究・開
発用機材として販売している。

1,000万円
3名

代表取締役　高橋 久也
1995年
〒224-0023 
横浜市都筑区東山田
１-１-４３

045-595-0015
電子部品・デバイス・電子回路製造業

株式会社シィアイテクノ

事業テーマ：無公害紫外線ランプ用蛍光体成膜技術の開発

環
境
に
配
慮
し
た
無
公
害
の

紫
外
線
ラ
ン
プ
成
膜
技
術
を
開
発

環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
の
利
用
が
求
め
ら
れ
る
中
、
樹
脂
成
分
や
有
機
溶
媒
な
ど
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
湾
曲
し
た
ア
ル

ミ
反
射
板
に
薄
く
均
一
な
発
光
蛍
光
体
粉
末
の
被
覆
膜
を
形
成
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。

▲成膜されたセラミックス

量
産
化
に
耐
え
う
る
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
の
成
膜
に
成
功

　
近
年
、
環
境
汚
染
問
題
へ
の
関
心
と
共

に
、
有
害
物
質
で
あ
る
水
銀
材
料
を
使
用

し
な
い
「
無
公
害
紫
外
線
ラ
ン
プ
」
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
無
公
害
紫
外
線

ラ
ン
プ
の
発
光
技
術
は
発
光
効
率
が
悪
く
、

高
い
発
光
効
率
と
長
時
間
の
寿
命
を
実
現

で
き
る
製
品
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
高
い
発
光
効
率
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

反
射
板
に
薄
く
均
一
に
蛍
光
体
を
成
膜
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
従
来
の
成
膜
技

術
で
は
、
5
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
蛍
光

体
を
均
一
に
留
ま
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
い

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
で
き
た
と
し
て
も
、

成
膜
工
程
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
量
産

化
は
難
し
い
状
況
で
し
た
。

　
今
回
は
、
湾
曲
面
を
有
す
る
反
射
板
に

有
機
材
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
薄
く
均

一
な
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
蛍
光
体
層
を
形
成

す
る
成
膜
技
術
の
開
発
に
成
功
し
、
無
公

害
紫
外
線
ラ
ン
プ
の
量
産
化
に
向
け
て
、

前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ニ
ッ
チ
な
分
野
に
特
化
し
、

技
術
開
発
を
継
続

　
私
は
も
と
も
と
テ
レ
ビ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管

補助事業のきっかけ

・もともとは、自動車ランプでの基礎研究をしていたところ水銀ランプメーカーから無公害紫外線ランプに関す
る打診があり、開発を始めた。
・平成25年度のものづくり補助金で開発した無公害紫外線ランプの真空接合技術に続いての開発となる。

事業計画の概要

・一切の水銀材料を使用しない無公害な紫外線ランプの製造部品として、紫外線発光に必要なセラミックス
の粉末を、有機塗料等を使用することなく薄くて均一な被覆膜を形成する成膜技術を開発した。

事業化状況

・無公害紫外線ランプに成膜された部品を評価するために製作した評価装置を活用し、他製品へ展開。
・2021年度の製品販売を目指し、2019年度に基礎開発を完了させる見込み。
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